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古大船湾の貝化石群集

その湾 奥部につい て

t~ 畠
山 J 義 章

Molluscan Assemblages of the Inner Part of Paleo Ofuna 

Bay, Central Kanagawa Prefecture 

y oshiaki MATSUSHIMA 

ABSTRACT 

Paleo-Ofuna Bay is a narrow embayment restored from the distribution of the 

Alluvial marine deposits, the Ofuna shell beds. The bay opened at east of 

Fujisawa Railway Station, southeastern corner of Sagami plain, central Kanagawa, 

and extended northeastward along the present Kashio River. The innermost 

occurrence of the marine deposits are recognized at the north of Totsuka Railway 

Station, about 13. 5 km apart from the baymouth. 

The molluscan fossils have been collected from five localities〔Fig.1). All 

were located in the inner part of Paleo Ofuna Bay. The molluscan assemblages 

are more or less different in the species composition and their abundance 

among the localities. The difference is probably due to the paleogeographical 

difference within the inner side of the bay. 

The assemblages may be grouped into following three types, according to 

their composition and the modes of occurrences. 

1. Ostrea gigas Traρezium liratum-Batillaria zonalis-11イusculusshenhausiα 

Assemblage. 

2. Dendostreαρaulucciae-Fulvia hungerfordi-Dosinellaρenicillata Paρhia 

undulata-Mαcoma iw:ongrua Assemblage. 

3. Ostrea gigas-Dendostreaρau!ucciae Anomia chinensis-Taρesρhilliρρ例。

rum Serρulorbis imbricatus Assemblage. 

The first type of the molluscan assembl旦geis found in the innermost part 

of the bay 〔locs.l, 2A). This part of the bay was most likely stagnant and 

was not suitable for the full growth of molluscas, judging from the facts that 

the shells of the most dominant species, Ostrea gigas and Trαρezium liratum 

are invariably very small, and that the deposits are poorly sorted sandy mud 

containing abundant plant detritus. I口 thisarea such species of marsh in 

habitants as Anadαra granosa, Moerella iridescens, Stenothyra edogawaensis, 

Batilliaria zonaris andCerthidea djadjariensis are also found. 

The second type is distributed in the central part of the studied ar色a〔locs.
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2B, 3, 4) It is comparable with the typical assemblage of the flat muddy 

bottom of the recent inner bay. The assemblage is rich in the gastropoda shells 

living on the leaves of Zostera. 

The third type of the molluscan assemblage is characterized by th巴 speciesof 

sessile habit as Ostrea gigas, Anomia chinensis and Serρulorbis imbricatus (loc. 

5). The locality is situated at th巴 narrowstraight connecting the mロerpart of 
the bay with the out巴rpart, and consequently the tidal current might be very 

strong. The characteristics of the assemblage well accord with this restored 

environment. 

1 はじめ に

三浦半島の海岸線沿いには，溺れ谷を埋めるよ うに沖積層が分布している。この沖積層

には分布地域ごと， それぞれ稲村ケ崎員層（111)11’1909），材木座貝層 （青木 ：1925），野
比貝居 （青木： 1925），大船貝j冒 （大塚 ：1930），桜木町居〔地質調査所 ：1961）などの地

層名が付けられている。そして，NOMURA (1932），野村 ・植田 （1934〕，牧野 (1951・

52），大山 (1953〕，菅野 ・加藤 (1954),KANNO (1955），松島 (1969）らはこれらの地

域の沖積層から採集した員化石について報告している。

筆者は1971年，大船員胞の分布する湾の湾奥にあたる地点から採集した貝化石の年代と

貝化石群集について報告した。すなわち 3 古大船湾の湾奥の貝化石群集は時代的にみると

イヨス夕、レーウラカガミチゴト リガイを主体とした昨集から，ホトトギス ーマガキを主体

とする群集に変化した。これらから古大船湾が次第に埋立てられ献度が低下し汽水性の干

潟に変わっていったことがわかり ，しかもその年代が約6500年前であったことが明らかに

なった。

その後， さらに古大船湾の湾奥部の数地点から多数の員化石を採集することができた。

その貝化石の内容を検討してみると，採集位置が互いに湾奥の非常に接近した地点にある

にもかかわらず， 各地点ごとに員化石群集が若干異っている。それは， 湾奥部における水

平方向の貝化石群集の相異である。この報告では，このよ うな群集の水平方向の変化から

求めた古大船湾湾奥における古環境の地理的なチガイを論ずる c

2 古大給湾の 概要

穴船貝層および古大船湾については，一応，大船貝層の基底面図および地質断面図がで

きあがった （松島 ：1971b）段階なので，その結果から概要を記す。詳細については改め

て別の機会に報告する。

古大船湾は，相模平野東南端にあたる東海道本線藤沢駅の東方付近に湾口をもち，片瀬

川の支流柏尾川沿に戸塚駅北方まで侵入した幅の狭い細長い内湾で，縄文海進期に形成さ

そたものであるが，現在は埋立てられて沖積低地となっている（第1図〉。

この内湾は，湾口の1J1~iが約 600 m，湾失の最も広い部分でも約1500mを越えることがな

く，奥行が約l3kmにおよぶ。肱沢駅東方の湾口から湾央の鎌倉市深沢にかけて南東方向に

のび，深沢か ら大~（：）にかけては北東方向に大き く 轡 1U 1 し，湾奥の大船以北ではほぼ南北方

向にのびた，海岸線のJ11J1111に富んだ湾であった。大船付近には大小さ まざまの形をした島
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~u 図 ，~.大船湾と貝化石産地
Fig. 1 Map showing the geographical position of Paleo Ofuna Bay and the fossil 

localities. Long curved line shows th巴 traceof the Paleo-Kashio River, and 

straight line indicating the positions of th巴geologicalcross-sections (figs. 3-6〕．
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がみられ複雑な地形を呈していた。

ボーリング資料と野外調査から大船貝層の基底の地形を復元したものが第2a図のように

なり，明らかに埋積谷と埋積波食台とがみられる。

埋積谷の谷底は，湾口の藤沢付近で 30m以上の深度を示し， 戸塚駅東方で海抜0mlこ

達する。この谷底は，ほぼ現在の柏尾川に沿って続き，現在の柏尾川よ りはるかに急な勾配

をも っている。この埋積谷を古柏尾川とよぶ。 古柏尾川は藤沢付近で古境Jil，古引地川lと

合流し，現在の片瀬川lの位置よ り西方を流れていた。合流した谷 〔古境Jil）は， 木村他

(1968, 69）による と江ノ島西南方を迂回し， 江ノ島南方約6km付近にみられる約←120

mの平坦面のところで当時の相模湾に注いでいたとし、う。

一方，I里積波食台は，湾口付近から湾の外側の洪積台地の縁に沿って分布する海抜 10～ 

0 mの波食台（以下， 藤沢埋積波食台とよぶ〉と湾内の大船付近，およびその南西の湾口

よりにみられる海抜0～＋ 6mの埋積波食台（以下，大船埋積波食台〉とが認められる。こ

の二つの埋積波食合は，MORIYAMA〔1968),貝塚 ・森山 (1969),神奈川県 （1969〕

などが相模川沖積低地とその周辺で認めている辻堂埋積波食台， 旭埋積波食台とにそれぞ

れ対比することができる。また，藤沢埋積波食台は，羽鳥他 (1962）， 三木 ・成瀬 (1966)

などが東京湾周辺および根岸湾で認めた波食台に対比される。藤沢埋積波食台が沖合から

岸に向ってしだいに浅くなる傾向を示す点は， 東京湾周辺の波食台で指摘された特徴と一

致する。

大船貝層は，第2b図の地質断面図にみられるごと く， 大船の南西を境として湾口側と湾

奥側とでは岩相を異にする。すなわち，湾口側では貝化石を多量に含む砂ないし砂質シル

トを主とし，その厚さが湾口で約35m，湾夫で20mである。一方，湾奥側では主部はシルト

て、上部に泥炭層が続く 。その厚さは大船付近で、約20m，戸塚付近で約I5m，最奥でIOm以

下に薄くなる。

3 貝化石の産地と産状および貝化石群集

〔位 置〕

貝化石の産出地は， 古大船湾の湾奥部5個所6地点である（第1図〉。

1 横浜市戸塚区戸塚町， 東海道本線複々線化工事に伴う戸塚駅構内の柏尾川鉄橋建設

地，地表より約6m下の海抜十5～＋4.5 m地点（以下，本報告では戸塚駅とよぶ，

第3図〉。

2 横浜市戸塚区長沼町，横浜市下水道局下倉田下水処理ポンプ場建設地内のA, Bの

2地点（松島 ：1971 aに記載した地点， 第4図〕。

A 地表より約6.2m下の海抜＋3～＋2.5m地点（以下，下倉田ポンプ場A)

B 地表より約10m下の海抜 1～－J.5m地点（以下，下倉田ポンプ場B)

3 横浜市戸塚区笠間町，国鉄根岸線建設工事に伴うタテノ製作所北西側の田圃，地表

より約7m下の海抜＋ 4～＋3.5m地点（以下，タ テノ製作所北西側，第5図〉。
いたち

4 横浜市戸塚区笠間町，東海道本線複々線化工事に伴う抽川鉄橋建設地，地表より約

6m下の海抜＋4.5～十 4m地点（以下，抽川鉄橋， 第5図〉。

5 1黄浜市戸塚区笠間町，県道原宿 金沢八景線笠間陸橋建設地，地表よ り約7m下の
海抜＋4.5～十4m地点（以下， 笠間陸橋， 第6図〉。
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〔採集 方法〕

全地点と も建設工事現場のため，新しく掘られた露頭にみられる員化石をほぼ無作為に

採集したものと，別に堆積物ごと採集し，それを 1mm2目の標準飾で洗い残った貝化石を

集めた。両サンプルをあわせてその種数と個体数とを調べた。

地点によって採集量がやや異っている（堆積物ごと量にして 1が約0.5e, 2 Aが約27
2Bが約9f,' 3' 4' 5がそれぞれ約5f,)ので，極構成を比較するため下倉田ポンプ

場2A, 2 Bの個体をそれぞれA×5/27, B×5/9として扱った。1は，ボーリング ・コ

アのため小量しか採集できなかったので定量的な比較には用いなかった。

〔産状と貝化石群集〕

各地点で採集し同定できた員化石の種類は第1表のようになる。

第l表 古大船湾湾奥部の化石調査表
Table 1 Sampling points, deposits and the total number of molluscan fossils 

2 
Locations 1 3 4 5 

A B 

Depth (m〕 6 6.2 10 7 6 7 

Altitude (m〕 +5十4.5 十3+2. 5 -1 -1. 5 +4 +3.5 十4.5 +4 十4.5+4 

Deposits 
humic humic silt silt sandysilt sandysilt sandysilt sandysi!t 

Gastropoda 3 49 52 54 49 44 

Class Scaphopoda 。 1 2 。 1 2 

Pelecypoda 10 29 35 36 23 35 

Total 13 79 89 90 73 81 

1 戸 塚駅

本地点は，湾口から約lOkm離れていて，筆者が採集したサンプルの中で最も湾の奥まっ

た地点である。しかし，ボーリング資料によれば，戸塚駅より さらに約2.5 kmも奥まった

戸塚区上柏尾町の柏尾川の地下で， 海抜約＋12mに分布するシル ト層仁｜コlこ員化石が含まれ

ていることが記録されているく第2b図〉。

採集した貝化石は， 地表より約6m下 （海抜約＋ 5～ ＋4.5 m）の腐植物まじ りの黒褐

色ないし暗褐色のシルト層中に散在していた。特徴種はハイガイ （Anadara granosα〉，

マガキ （Ostreagigas），ウネナシトマ トマヤガイ （Trapezium lilatum），テリザクラ

(Moerella iridesens）およびカワアイ（Cerithideαdjaゴjariens is）などである。この

中の二枚員類は両数がそろっていて自生堆積をしていたと考えられる。ただ，ヤマトシジ

ミ（Corbicu!ajαρonica）だけは殻がやや磨滅している。また，殻はみな小型であった。

その他採集したほとんどの種は，波部 (1954〕のいう内湾性指標種であり，特に湾奥潮間

帯に生息する種で占められている。

2 下倉田ポンプ場

本地点の貝化石の産状は，すでに詳しく報告 （松島 ：1971a）しているので， ここでは

概要を記す。

37 
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本地点は湾口から約8kmにあたる。A地点（海抜＋3～十2.5m，砂質シルト〕はホトト

ギス （Musculusshenhausia）ーマガキーイボウミニナ （Batillariazonalis）を主体とす

る群集で構成されている。この中で、マガキ，ウネナシト マガ イなどの種の殻は小型である

ことが目立つ。

B 地点（海抜一1～－1.5m，シルト〕は，イヨスダレ （Paρhiaundulatα〉ーウラカガミ

〔Dosi・nellaρenicz・!lata〕 チゴトリガイ （Fulviahungerfordi）を主体とする群集であ

る。そしてイタボガキ （Ostreadenselanellosa）やカモノ アシガキ （Dendostreapaul-

uc:iae）のように湾奥よりは，湾口とか水道などのような海水の移動の激しい場所に生息

する種 （AMEMIYA: 1927）が産したこと， ほとんどの種類とも殻が大型に成長してい

る点などA地点と比較すると明瞭なる相異が認められる。

3 タテノ製作所北西側

4 J，由 JI¥鉄橋

両地点は約200m離れているだけであり（第4図〉，3の地点は湾口から約6.5km, 4は

約6.3 km奥まった位置にあたる。湾の幅が狭まり，しかも島などの発達する複雑な地形の

場所である。

両地点は非常に竣近した位置にあり，この地域に分布する大船員層の海成層の最上部の

シル卜 中のものであり j 岩相もほぼ同じ（タテノ製作所北西側はシルト ，狛川鉄橋はやや

砂まじりシルト〉なので， 採集した貝化石は共通種が非常に多い。すなわち，両地点で共

通した主な 多産種をあげる と巻貝類のエドガワミズゴマツボ〔Stenothyraedogawa-

ensis），カワグチツボ〔Assiminealutea jaρonica），マキミゾモツボ （Dialastrictα〉，

シマハマツボ （Australabαρictσ〉，ウネハマツボ（A. hungerfordi），タマツボ （Al-

vania concinna), ノミニナ （Zafrepumila），ムシロガイ （Niothalives::ens），アラ

ムシ ロ 〔Hiniafestiva），マメウラシマ （Ringiculadoliarz・s〕，カミスジカイコガイダ

マシ （Cylichantysangustα〕， コメツブガイ〔Decoriferinsignis），マツシマコメツブ

ガイ（D.matusimanus）などと二枚貝類のハイガイ，ホトトギス，チコトリガイ，ヒメ

カノコアサリ （Venemolρσ miera），ヒメシ ラトリ CMa coma incongrua〕，シズクガイ

〔Theorσ latα〉などの種であり， 内湾性指標種が顕著である。ただし， 3の地点では上

記の他に二枚員類のカモ ノアシガキ，ツルマルケボリ （Bornioρsisturumaru），ウラカ

ガミ，イヨスタレの内湾性種が加わる。

両地点の群集を明確に区分するにはまだ資料不足であるが，ここでは一応，その地点は

カモノアシガキ ーチゴトリガイ ウラカガミ ーイヨスダレ ヒメシラトリを主体とする群

集であるのに対し， 4の地点はカワグチツボ ーシマハマツボ ウネハマツボ ーノミニナ ー

ブドウガイ ホトトギス シスクガイを主体とする群集にみることができる。

これらの種類に現生員類の生態的特徴をあてはめると， 主として二枚貝類は内湾の軟泥

底ないし泥底に生息する種であり， 巻貝類は内湾のアジモ （Zosterα〉帯に生息する種が

多いことがわかる。たとえば，エドガワミ スゴマツボ， ヒメカノコ （Pictoneritinaou 

alaniens的， マキミゾモツボ， シマハマツボ， クネハマツボ， マツムシ，アラム シロ，

トツ クリタマゴガイ （Limu!atyso!wmotoi）， ブトウガイ （Haloajaponicゆなどはア

ジモの葉上に生息する。したがって，これらの種が多産することは，その地点あるいはそ

の付近がアジモの生育している浅L、砂泥底ないし細砂底であったと推定できる。3の地点



は4の地点に対しこれらの種類の貝化石の産出頻度が少いので，アジモが生えていても 4

に比べるとまばらであったと推察できる。泥底に生息する二枚貝類が多いこともこの惟察

結果とよく一致する。両地点の地理的位置を考慮すると， 3の地点の方が4の地点よりも

沖合に位置していたことになる。

5 笠 間陸橋

湾口から約6kmの地点にあたり，陸地と島とに挟まれた水道に位置する（第6図〉。地

質断面図から明らかのよ うに，この水道はl隔が約150mしかなく非常1こ狭い。しかし，こ

こに古柏尾川の埋積谷があり ，湾奥部に連る水道のうち最も重要なものにあたっていて，

潮通しのよい場所であったと思われる。

貝化石の採集地点が島から約lOm離れた海抜＋4.5～＋4mの砂質シルト 層中のものであ

るが，このような特異な環境を示すような種類の産出が著しい。すなわち，マガキ，カモノ

アシガキ，ナミマガシワ（Anomiαchinens is），オオへビガイ （Serρu!orbz・simbricatus) 

などの岩礁に付着する種がみられる。ただ，内湾でごく普通に産出する種の1つにアサリ

(Taρes lうhillzρρinαrum〕があげられるが， この古大船湾の湾奥部からはアサリはごく

まれにしか発見されず， 産出した殻はみな小型であった。しかし， 本地点からはアサリが

非常に多量に産出し，しかもその殻長は3cm以上にも達する大型のものである。同様にマ

ガキも 1・2地点と比べると殻は厚く大型のものである。これらの種も湾内の海況を知る

1資料である （波部 ：1969）。

4考察

以上述べた産状，貝化5群集から古大船湾の湾奥音llは，水平方向に3つの海域に分ける

ことができる。

第1の海域は，ホトトギス←マガキ ウネナシトマヤガイ イボウミニナ群集の示す湾

の最奥部である（2A, 1の地点などで示される湾奥の大部分〉。大型に成長する以前に死

んだと考えられるマガキ，ウネナシト マヤガイの殻が多産すること， 腐植ま じりの砂泥で

あることなどから判断すると海水の循環が十分に行なわれず，酸素が比較的少く，このよ

うな種類の員類の生息には好適であったとl品、えない環境のように思える。しかし，潮間

帯に生息、するハイガイ，ユウシオガイ，エドガワミズゴマツボ，イボウミニナ，カワアイ

などの種は一般に大型に成長していることから考えると，食物は豊富で過剰栄養の状態で

あったと純祭できる。海水中の溶存酸素量の多少によ って種類が限定される。

第2の海域は，カモノアシガキ ーチゴトリガイーウラカガミ イヨスダレ ヒメシラト

リ群集の示す典型的な湾奥主要部である （3・4の地点とその付近〉。水深はあまり 深く

なく〔増井： 1943，波部 ：1952），海水の周年上下循環はほぼ行なわれ， しかも水道に近

いため適当に海水の移動があったよ うな場所であろう（堀越・1956, HORIKOSHI : 1955, 

62）。このような海域には， 一般に内湾性指標種の生息する絶好の場所となり， 貝類の数

量，種数とがともに豊富な場所である。

第3の海域は，5の地点にみられるマガキ ーカモ ノアシガキ ナミマガシワ ーアサリ

オオへピガイ群集の示す湾奥部と湾央部とを通じる水道とその付近である。約6km奥まっ

た地点にもかかわらず， 水道のため本海域は海水の移動が常に行なわれ， 海水中の溶存酸

素が多く貝類の生息、場所に適していたといえる。中でも岩礁性貝類の生息lこ好適であ り，
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そのため員殻は大型に成長することができたのであろう。

前述の第2の海域にみられた員化石群集と非常に類似した群集が，層準の下位になる湾

奥の2B地点に分布している。このことは，かつて早い時期に2B地点付近まで第2の海

域が拡がっていたことを示している。つまり，古犬船湾が最も拡犬した時期には（約6500年

より前〉，湾の最奥まで海71＇くの上下循環がよく 行なわれ， 貝類の生息に好適な湾であった。

その後， 古大船湾が次第に縮小するのに伴い，第2の海域も縮小L，湾口の方向に後退し

ていったといえよう。
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第 7図 三浦半島北部と東京湾南西岸の沖積層からの貝化石産地
Fig. 7 Map showing the fossils localities hitherto reported from the Alluvial depo-

sits of the northern Miura Peninsula and the southw巴stcoast of Tokyo Bay. 



5 近接地域の沖積層産良化石群集との比較

三浦半島北西部の相模湾に面した地域では次のよ うな報告がなされている （第7／~I ） 。

稲村ケ｜｜時貝庖 （J_LiJll・：1909, NOMURA: 1932）は， 鎌倉市稲村ケ崎の極楽寺川河口付近

の波食台に分布する地層である。位置的に外洋水に直接洗われているため，当然のことな

がら稲村ーヶ崎貝層から産出する貝化石は外洋種が多く， 内湾性類と してわずかにヒメシラ

トリがみられるだけである。

材木座貝層 （青木：1925）は，古鎌倉湾 （KANNO:1955，赤星：1959）のi{t積物である。

湾口が広く湾奥までの距離が短かい開放型の湾形をもっ。菅野 ・加藤 (1954）の採集した

鶴ケ岡八幡宮境内の貝化石は，外洋性種と 内湾性種との混合で，ウノノハナガイ， ヒメシ

ラトリ，チヨ ノハナガイなどの内湾性指標種とダンベイキサコてUmboniumgiganteum) 

アワ ビCHaliotes sρ．〉，サザエ （Turbocornatus）などの外洋性種あるいは岩礁に生息

する種が混じっている。本地点は湾奥に位置するが， 開放型の内湾であるため稲村ーヶ崎と

同じく 外洋水の影響がまだ相当に受けていたものであろう。

逗子市池子 （NOMURA:1932）は3 古逗子湾の湾奥にあたる。古逗子湾は，湾口が比較

的に狭く，湾奥までの距離が長い内湾で，開放型の古鎌倉湾と閉鎖型の古大船湾の中間型

の内湾である。池子産の貝化石にはオキシジ ミ （Cyclinasinensis），アサ リ， ヒメシラ

トリなどの内湾性種が多く外洋性種は少い。

東京湾側では，横浜港を中心として数地点から沖積層の貝化石が報告されている。

金沢区谷津 （NOMURA:1932，大｜上l・：1953）は， 六非！？湾の湾奥にあたり ，オキ シジミ ，

アサリ，ヒメラトリなどが多産する。

中区本牧 （野村 ・植田 ：1934〕は， 東京湾に面する支谷の奥に位置する。ハイガイ，ヒ

メシラト リ ， イボウミニナ，ウミニ ナなどの湾奥の潮間千i~：に生息する種が著しい。

同様に港南区上大岡（SUGIMURAet NARUSE・1954）の貝化ィヨも古大岡湾の湾奥
にあたり，湾奥；の潮間帯に生息する極が産出している。

しかし，横浜港付近とか横浜駅付近の員化石 （松島 1969）は，湾奥の潮間帯に生息す

る種は少し湾央の軟泥底に生息するケシ トリ ガイ （Alveniusojianus), シズクガイ，

サナギモツボ （Eufene!lαρupoides），カミスジカイコガイタマシが多産する。

以上述べた員化石と大船湾の湾奥］？；［）の貝化石とを比較する と，古大船湾の第3の海域の

貝化石群集は池子 ・谷津，本牧，上大岡などの強内湾性の群集と類似性が高く，よく似た

環境であったことがわかる。

しかし，これまでに報告された貝化石群集中には， 古大船湾の第1, 2の海域に相当す

るよ うな化石群集はほとんどみられないよ うである。ただ，過去の報告では大型の貝化石

のみを扱っているため厳密には比較できない。
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古大船湾湾奥 部産の貝化 石第2表

List of Molluscan Fossils from the Inner Part of Paleo・OfunaTable 2. 

Bay, Central Kanagawa Prefecture. 
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第2a図大船貝層的基底面図

Fig 2a B"ned Iandlonn und" the Alluvial deposits (Ofona shell bed) and sites of ho" ho！閏
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第2b図古祖尾川沿白地質断面図

F>g 2b Geologkal ornss seot1on along the Paleo Kash10 R>V"・ 

T: TOTSUKA STATION 0 OFUNA STATION F: FUJISAWA STATION 


